
0 アルブミン製剤等の国内自給の推進に向けた中長期的課題

今臥 ワ-キンググル-プがアルブミン製剤及び免疫グロブリン製剤の国内自
給の推進に向けた当面の方策として.いくつかの具体的な提菓を列挙してとりま
とめたが.これらの議論に関連して.ウーキンググループでは今後の国内自給体
制の整備に向けての申長期的課題についても意見が交わされた.
具体的には以下の点についての意見が述べられた.
0 日本赤十字社の血液事業の安定化く梨造コスト削減.安定供給等1
0 献血による血液事業の重要性の再認詩
0 献血.輸血に関する医療関係者への教育の充実
O J医療機能評価における寧価指棲化
0 免疲グロブリンの使用動向の注禎
0 特殊免疲グロブリン製剤への対応
0 遺伝子組換えアルブミン製剤導入後の状況に応じた対応
0 園内献血由来血渠分画梨剤の海外への提供

なお.今後. -検討会においては.,当面の方策とともに中長期的課題についても
議論されると考えられるが.検討会における議論に応じて.今後の状況の分析や

これらの中長期的課題も含めたさらなる課題につし.1ての具体的な検討をウーキン
ググループにおいて行うことも想定しておくこととする.
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